
住宅部品表示ガイドラインによる表示
ホルムアルデヒド発散等級

造り付けカウンターに　
すっきり納まるかしこい収納　

「トイレカウンターユニット」

タンク裏のデッドスペースを利用して

美しいオーク突板塗装カウンターに

トイレットペーパー16本がしっかり納まる

アッパー収納ボックスと、

その他のストック品や掃除道具が

すっきり納まるサイド収納キャビネットが

セットになった無駄のないユニットです。

カウンター上には花瓶などを飾り、

美しく機能的なトイレ空間を

手軽に実現します。

トイレに必要な備品を
ユニット下にすっきり収納

ＴＭＫ－０９１７Ｂ（＊＊）
希望小売価格(税込)　39,800
Ｗ917×Ｄ300×Ｈ900
アッパー収納ボックス　サイド収納キャビネット

ＴＭＫ－０９１７Ａ（＊＊）
希望小売価格(税込)　28,800
Ｗ917×Ｄ300×Ｈ900
アッパー収納ボックス

■仕　様

カウンター オーク突板貼ウレタン塗装仕上

アッパー
収納ボックス

カラー合板貼(フラッシュ)

サイド収納
キャビネット

扉：ポリ合板貼(フラッシュ)
内部：カラー合板貼
　　　(フラッシュ)
固定棚：t10.5カラー合板貼
　　　(フラッシュ）

【間口寸法対応】
カウンター左側を現場でカットすることができます
　端から１５７㎜
　最小寸法：W７６０

腰壁部下地
壁仕上げ材
現場調達

＊＊：カウンター色記号

■カウンター　カラーバリエーション

※�写真と実際の製品は多少色味が異なる場合があります。
※�天然木突板塗装品です。木目や色に適度なバラツキが
� あります。

ライト（ＬＯ) ブラウン（ＢＯ)

ホワイト（WＯ)ミディアム（ＲＯ)

※キャビネット位置と扉の吊元は右（上図)のみの
対応となります

■ 構 成

⑩�
天地板

⑫キャビネット裏板

⑬巾木

⑪
棚板

⑨
キャビネット
側板(左) ⑧

キャビネット
側板(右)

⑭
開扉

③カウンター
受桟(小)

②カウンター受桟(大)

⑦

⑥
ボックス地板

⑤
ボックス
側板(左)

①カウンター

③(Ａタイプのみ）

⑩�
天地板

※⑧～⑭
Ｂタイプのみ

④
ボックス
側板(右)

⑦
ボックス
前後板

■ 特 徴

開きフタ

アッパー
収納ボックス

カウンター

サイド収納
キャビネット
（Ｂタイプのみ）

棚板手前が

７cmあいているので

柄の長いブラシも

すっきり収納

トイレット

ペーパー１６本

収納可能（最大積載

重量５ｋｇ）

NEW



アッパー
収納ボックス
詳細

サイド
収納キャビネット
詳細

ＴＭＫ－０９１７Ｂ（＊＊）ＴＭＫ－０９１７Ａ（＊＊）
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アクシス株式会社
大阪本社・ショールーム 0120-348-225

〒550-0015 大阪市西区南堀江2-13-26

E-mai l：order@ce-f i t .com
www.ce-f i t .com

受付時間 9:00～18:00　土・日・祭   
TEL 06-6536-2030 FAX 06-4391-7102 20080626

施工手順

標準納まり

カウンター下前面に腰壁を施工し、
クロスを貼り、仕上げます。

※腰壁の材料は現場調達です

１．カウンター受桟の取付 ３．収納ボックスの組立 ４．カウンターの固定と腰壁の施工

カウンター
受桟固定ねじ

上
面
高
さ
＝
８
８
０

②
受桟(大)

③
受桟(小)

カウンター受桟を
壁面に固定します

注意 受桟固定位置には
壁下地が必要です

カウンター端部を現場でカットする
ことができます。

カット可能範囲→端から157㎜
※Ｂタイプ(サイドキャビネット付）は左側
のみカット可能です

【間口寸法対応】

ボックス側板と地板を
組み立てます

①
カウンター

⑤
側板
(左)

⑥ボックス
地板

④
側板
(右)

内側が
化粧面です

カウンターとボックス側板を
接合します

注意
組立にはかならず
ボンドを使用してください

前後板をクギで固定し、Ｌ型金具でカウンターと
ボックスを補強固定します

⑦
前後板

Ｌ型金具
取付
(４ヶ所)

ボックス
組立クギ

カウンター内部から
前板とカウンター
をクギで補強
固定します。 前板

カウンター

カウンターを受桟に接着剤・クギ等で固定した後、
Ｌ型金具で受桟に補強固定します。

※受桟(小)は２本入っていますが、
Ｂタイプでは１本だけ使用します。
Ａタイプの場合は向い側にも受桟
(小)を取り付けます。

Ｌ型金具
取付
(２ヶ所)

扉

ボードガード
(側板一体/合板生地）

クロス
巻き込み

ボード

壁下地

左
側
板

２．キャビネットの組立と取付

また、ボックス内部から
キャビネット側に
ボックス接合ねじで
固定してください。

ボックス
組立クギ

注意
組立にはかならず
ボンドを使用してください

裏板をクギで固定します

キャビネットを
組み立てます

⑫キャビネット
　裏板

⑬巾木

⑨キャビネット
側板(左)

⑧
キャビネット
側板(右)⑩�

天地板 ※あらかじめ側板(右)にスライ
ドヒンジを取り付けてから組�
み立てます
（取付位置上下に注意）

裏板がたわまないよう
キャビネット裏側から
側板に向かって斜めに
クギを打ち込みます

扉を取り付けキャビネットを右端に
設置し、キャビネットの内側
から壁面に向かって
キャビネット固定ねじ
で固定します

キャビネット
固定ねじ

側
板裏板

平面詳細

壁内寸　917（カウンター仕上寸法＝９１３／４mmクリアランス設定）
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左端～157
（最小Ｗ760）

カウンター
現場カット可能範囲

1
7
4

2
2
3

4(
3
.
5
)

(
3
0
)

1
2
.
5

11

2050020

1863540

腰壁（現場調達/石膏ボード貼り クロス仕上げ）731
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クロス巻き込み
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アッパー
収納ボックス

サイド収納
キャビネット

カウンター受け桟
□１５×５０

要壁下地
上面Ｈ860

Ｌ型金具止め

カウンター裏面に

カウンター前面
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キャッチ付
スライド蝶番ミニ

キャッチなし
スライド蝶番ミニ
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断面詳細図はＢタイプ。Ａタイプはサイド収納キャビネットなし。


